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趣 旨 

 リスク評価は，国際規格である ISO31000 によると,リ
スクアセスメントの 3 つのプロセス“リスク特定”，“リ

スク分析”，“リスク評価”の一つであり，リスクへの対

応を検討するために，リスクの発生頻度および影響度の

大きさを基に，対応策の優先度等の判断基準の指標と

なっている．しかし，近年，社会システムが高度化，複

雑化してきており，自然・人為災害に対するリスク評価

が難しく，リスク評価の結果がリスク対応の絶対的な優

先度と判断する事ができない現状がある．このような背

景の下に，本フォーラムでは，自然災害，企業リスクの

分野における当該分野の専門家から，改めて自然災害等

のリスクの特性，リスクへの向き合い方について対策の

紹介いただくとともに，今後のリスクに対する評価に関

して議論を行う場として企画いたしました．多数のご参

加をお待ちしております． 
 

プログラム 

オーガナイザー 井面仁志，三好哲也，中村裕紀 
＜基調講演＞ (9:00〜9:50) 
                    後日公開 

 
一般講演(1) (9:50-10:40) 
 地震や火山リスクと社会 

  山梨大学大学院総合研究部 准教授 
秦 康範 氏 

＜ 休 憩 ＞ (10:40-10:50) 
一般講演(2) (10:50-11:40) 
 企業における様々なリスクとの向き合い方 

  株式会社レスキューナウ危機管理研究所 
代表取締役 市川 啓一氏 

＜総合討論＞ (11:40-11:55) 
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